
○事業概要（新規性、市場性等）  
• 超音波画像装置（エコー）は非侵襲で身体の内部組織を観察できる安全な技術であるが、医療機関
以外で広く応用されるためには制度上・法律上、価格の面でも大きな壁がある。もっと手軽に個人で
もエコーを使用できれば人々の健康維持だけでなくスポーツ・美容・福祉市場などのあらゆるニーズ
に役立つのではないかと考えた。 

• そこで、スマートフォン用のオリジナルアプリと個人所有のモバイル型エコーを連動させることにより
ヘルスケア向けクラウドサービスを提供する事業を考えた。本事業が普及すれば、体重や体脂肪率
で評価していた運動やエステなどによるヘルスケア効果を、画像と数値で「見える化」することが当
然のことになる。また、本クラウドサービスは健康情報サービスとして新たなプラットホームを担うと
考えている。測定した全画像データを同一サーバーでの一元管理をすることで、将来的にはビッグ
データを活用することも視野に入れている。 

事業名： 個人用モバイル型エコーによりヘルスケア効果を見える化するクラウドサービスの事業化 
 

地域 埼玉県川口市 認定日 平成２９年２月３日 ３－２８－２７３ 

事業分類 サービス（複合サービス事業） テーマ分類 健康・福祉 

事業推進体制 

開発中のクラウドサービスのイメージ サービス提供の流れ 

①補助金 
②信用保証 

支援予定メニュー 
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